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葬
送
儀
礼
に
お
け
る
死
者
の
沫
浴

ー

l'
後
一
条
天
皇
の
葬
送
儀
礼
か
ら
|
|

橘

弘

文

こ
の
小
文
は
、
後
一
条
天
皇
(
一

O
O八
|
一

O
三
六
)
の
葬
送
儀
礼
を
通
し
て
、
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
死
者
の
泳
浴
(
入
棺
の
前

に
死
者
を
湯
で
洗
う
こ
と
)
の
意
味
を
問
う
。

死
ん
だ
ば
か
り
の
死
者
は
、
現
世
か
ら
完
全
に
は
分
離
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
か
れ
は
、
ま
だ
、
死
者
の
世
界
に
加
入
し
て
い
な
い
。

要
す
る
に
、
か
れ
は
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
あ
い
ま
い
な
状
態
に
あ
る
。
死
者
の
こ
の
境
界
性
は
、
人
間
の
分
類
概
念
に
基
づ
い
て
構
成
さ

れ
て
い
る
社
会
の
秩
序
を
脅
か
す
危
険
な
力
を
も
っ
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
危
険
な
力
は
、
し
ば
し
ば
、
ケ
ガ
レ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

死
者
の
沫
浴
は
、
死
者
が
も
っ
境
界
性
に
根
差
す
ケ
ガ
レ
を
浄
化
し
、
死
者
を
現
世
か
ら
分
離
さ
せ
る
。

葬
送
儀
礼
に
お
け
る
死
者
の
泳
浴
は
、
誕
生
儀
礼
に
お
け
る
湯
殿
始
め
の
儀
礼
(
産
児
を
は
じ
め
て
湯
で
洗
う
儀
礼
)
と
対
応
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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後
一
条
天
皇
の
葬
送
儀
礼

(
1
)
 

後
一
条
天
皇
の
葬
送
儀
礼
は
『
類
緊
雑
例
』
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
類
緊
雑
例
』
の
著
者
源
経
頼
は
、
「
参
議
、
中
宮
権
大

(
2
)
 

い
わ
ば
三
流
公
家
で
生
活
豊
か
な
ら
ず
関
白
頼
通
に
顕
便
さ
れ
て
」
生
涯
を
終
え
た
。

夫
、
左
大
弁
の
職
に
つ
い
た
が
、

後
一
条
天
皇
の
葬
送
の
模
様
を
素
描
す
る
ま
え
に
、
か
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
亡
く
な
っ
た
か
を
み
て
お
き
た
い
。
長
元
九
年
(
一

O
三
六
)
三
月
半
ば
、
後
一
条
天
皇
の
病
気
が
重
く
な
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
後
一
条
天
皇
の
病
状
を
「
水
き
こ
し
め
し
、
面
痩
せ
さ
せ

(
3
)
 

給
な
ど
ぞ
人
/
¥
申
め
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
糖
尿
病
と
想
定
さ
れ
る
こ
の
病
気
に
対
し
て
、
い
く
つ
か
の
処
置
が
と
ら
れ
た
。
ま
ず
、

(
4
)
 

長
元
九
年
四
月
二
日
、
前
大
僧
正
深
覚
に
よ
っ
て
御
薬
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
次
い
で
、
四
月
十
三
日
、
後
一
条
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈

(
5
)
 

顕
し
て
、
伊
勢
大
神
宮
な
ら
び
に
諸
社
十
一
社
に
御
幣
が
奉
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
四
月
十
六
日
、
病
気
平
癒
を
祈
り
十
一
社
に
馬
が
奉

(

6

)

(

7

)

 

納
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
ビ
目
、
罪
が
決
定
し
て
い
な
い
囚
人
が
免
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
神
仏
へ
の
祈
願
と
と
も
に
、
後
一
条
天
皇
を

悩
ま
せ
て
い
る
物
の
怪
を
退
散
さ
せ
る
た
め
の
修
法
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
験
者
の
法
力
に
よ
っ
て
、
後
一
条
天
皇
の
か
ら
だ
か
ら
愚

(
8
)
 

人
た
ち
に
移
ら
さ
れ
た
物
の
怪
が
、
次
々
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
と
い
う
。
世
の
中
を
揺
る
ほ
ど
の
祈
り
も
空
し
く
、
長
元
九
年
四
月
十

七
日
、
後
一
条
天
皇
は
清
涼
殿
畳
の
御
座
で
崩
御
す
る
。
享
年
二
十
九
才
、
二
十
一
年
の
在
位
で
あ
っ
た
。

後
一
条
天
皇
の
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
最
高
指
揮
者
で
あ
る
関
白
藤
原
頼
通
が
、
最
初
に
考
慮
し
た
の
は
、
神
璽
と
宝
剣
を
清
涼
殿
か

ら
新
帝
後
朱
雀
天
皇
の
坐
す
昭
陽
舎
に
ど
の
よ
う
に
し
て
移
す
か
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。
後
一
条
天
皇
が
崩
御
し
た
四
月
十
七
日
の
夜
、

速
や
か
に
神
璽
と
宝
剣
の
運
移
が
行
な
わ
れ
た
。
後
一
条
天
皇
の
遺
体
を
移
す
場
所
、
葬
所
の
場
所
な
ど
に
関
す
る
相
談
は
四
月
十
九

日
に
は
じ
め
ら
れ
る
。



四
月
二
十
一
日
、
陰
陽
助
安
倍
時
親
の
言
に
し
た
が
い
、
遺
体
を
入
棺
す
る
時
刻
(
午
後
八
時
前
後
)
と
遺
体
を
他
所
に
移
す
時
刻

(
午
前

O
時
前
後
)
と
葬
送
の
期
日
(
五
月
十
九
日
)
が
決
定
さ
れ
る
。

四
月
二
十
二
日
、
寅
刻
(
午
前
四
時
前
後
)
、
中
宮
威
子
が
、
内
裏
藤
査
か
ら
威
子
の
母
倫
子
の
住
む
鷹
司
家
に
退
出
す
る
。

四
月
二
十
二
日
、
遺
体
を
同
日
の
夜
に
上
東
門
院
に
移
す
こ
と
が
決
ま
る
。
陰
陽
助
時
親
が
右
大
弁
と
丹
波
守
行
任
を
上
東
門
院
に

差
し
向
け
て
準
備
さ
せ
る
。
遺
体
が
安
置
さ
れ
る
部
屋
の
中
央
に
大
床
子
が
一
脚
立
て
ら
れ
る
。
棺
は
後
に
こ
の
大
床
子
の
上
に
置
か

葬送儀礼における死者の沫浴

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
床
子
は
、
か
つ
て
後
一
条
天
皇
が
髪
を
く
し
け
ず
る
時
、
こ
し
か
け
て
い
た
床
子
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

こ
の
大
床
子
は
遺
体
が
火
葬
に
付
さ
れ
た
あ
と
、
他
の
御
物
と
と
も
に
焼
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
な
お
、
御
物
は
後
一
条
天
皇
個
人
の
御

物
と
累
代
の
御
物
と
に
分
け
ら
れ
、
後
一
条
天
皇
個
人
の
御
物
は
、
頼
通
の
命
に
よ
り
、
検
非
違
使
が
京
職
人
夫
を
使
っ
て
一
条
院
に

運
び
込
ま
せ
て
い
る
。
累
代
の
御
物
は
新
帝
に
同
日
奉
移
さ
れ
た
。

四
月
二
十
二
日
、
申
刻
(
午
後
四
時
前
後
)

一
条
院
巽
角
屋
に
・
お
い
て
棺
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

四
月
二
十
二
日
、
成
四
刻
、
御
輿
長
十
二
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
長
房
朝
臣
、
経
輔
朝
臣
、
章
経
朝
臣
、
定
経
朝
臣
、
義
通
朝
臣
、

良
宗
、
憲
房
、
橘
義
清
た
ち
が
空
の
棺
を
鼻
い
て
清
涼
殿
に
入
る
。
蔵
人
俊
経
と
貞
章
が
紙
燭
を
も
っ
て
棺
に
前
行
す
る
。
遺
体
を
入

棺
す
る
前
に
、
申
方
(
西
南
西
)
の
水
で
遺
体
の
沫
浴
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
入
棺
。
棺
の
中
に
、
薄
物
・
薄
色
御
直
衣
・
白
生

絹
単
重
・
御
袴
・
御
冠
・
錫
貯
が
納
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
一
条
天
皇
の
妻
で
あ
る
中
宮
威
子
と
、
両
人
の
娘
の
一
日
間
宮
章
子
、
斎
院

馨
子
が
そ
れ
ぞ
れ
棺
に
阿
末
加
津
(
ア
マ
ガ
ツ
)
を
入
れ
る
。

子
四
刻
、
権
左
中
弁
資
通
朝
臣
と
右
中
弁
経
長
朝
臣
が
藁
履
を
は
き
、
続
松
を
も
っ
て
、
清
涼
殿
鬼
聞
を
通
り
夜
大
殿
東
戸
下
に
進

3 

向
す
る
。
そ
こ
で
前
大
僧
正
慶
命
と
権
少
僧
都
済
祇
が
、
資
通
と
経
長
の
も
っ
て
い
る
続
松
を
取
り
、
そ
れ
ら
に
御
在
所
の
御
殿
油
を



4 

焼
付
し
て
両
人
に
渡
た
す
。
こ
の
御
殿
油
は
後
一
条
天
皇
崩
御
の
日
以
来
消
さ
れ
て
い
な
い
。
御
輿
長
た
ち
が
桔
を
界
い
て
御
車
ま
で

運
び
、
御
車
に
棺
を
の
せ
る
。
資
通
と
経
長
が
続
松
を
も
っ
て
御
車
に
前
行
す
る
。
蔵
人
所
の
雑
色
衆
が
御
車
の
輯
に
付
く
。
御
輿
長

た
ち
は
御
車
の
う
し
ろ
あ
る
い
は
脇
に
つ
い
て
歩
く
。
前
大
僧
正
慶
命
、
大
僧
正
永
円
、
権
僧
正
明
尊
、
僧
正
尋
光
、
権
大
僧
都
教
円
、

権
少
僧
都
良
円
、
済
祇
、
権
律
師
蓮
昭
、
阿
閣
梨
良
光
た
ち
が
藁
履
を
は
い
て
御
車
に
従
う
。
関
白
頼
通
、
内
大
臣
、
中
宮
大
夫
、
権

大
納
言
、
新
大
納
言
、
民
部
卿
、
前
左
衛
門
督
、
右
衛
門
督
、
権
中
納
言
、
左
宰
相
中
将
、
左
兵
衛
督
、
右
宰
相
中
将
、
左
大
弁
、
右

大
弁
、
備
中
権
守
、
三
住
中
将
、
お
よ
び
昇
殿
を
許
さ
れ
て
い
た
旧
臣
た
ち
が
、
砲
、
巻
捌
慨
を
着
し
、
藁
履
を
は
き
、
白
杖
を
も
っ
て

歩
行
す
る
。

御
車
が
上
東
門
院
に
到
着
す
る
と
、
前
大
僧
正
慶
命
が
、
資
通
と
経
長
の
も
っ
て
い
る
続
松
を
取
り
合
わ
せ
、
そ
れ
ら
の
火
で
御
所

燈
・
御
殿
油
を
点
じ
る
。
御
輿
長
た
ち
は
棺
を
界
い
て
東
対
東
面
の
南
一
間
に
入
り
、
大
床
子
の
上
に
北
枕
に
な
る
よ
う
に
し
て
棺
を

置
き
、
退
出
す
る
。
こ
の
夜
、
僧
を
は
じ
め
関
白
頼
通
ら
多
く
の
人
々
が
上
東
門
院
に
宿
侍
し
た
。

四
月
二
十
六
日
、
常
住
寺
、
仁
和
寺
、
円
教
寺
、
広
隆
寺
、
東
寺
、
西
寺
、
法
成
寺
の
七
寺
で
初
七
日
の
諦
経
が
行
な
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
日
か
ら
三
十
九
日
間
、
珍
皇
寺
に
お
い
て
毎
日
麻
布
三
段
を
供
え
て
諦
経
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

五
月
一
日
、
法
住
寺
、
円
教
寺
、
法
興
院
、
珍
皇
寺
、
慈
徳
寺
、
円
融
院
、
法
成
寺
の
七
寺
で
二
七
日
の
諦
経
。
五
月
八
日
、
円
教

寺
、
珍
皇
寺
、
慧
心
院
、
積
善
寺
、
醍
醐
寺
、
勧
修
寺
、
法
成
寺
の
七
寺
で
三
七
日
の
諦
経
。

五
月
十
三
日
、
頼
通
の
命
に
よ
り
、
式
部
大
輔
資
業
が
陰
陽
助
時
親
と
検
非
違
使
二
人
を
伴
っ
て
、
山
作
所
(
遺
体
を
火
葬
に
す
る

場
所
)
と
御
骨
を
納
め
る
寺
を
巡
察
し
た
結
果
、
神
楽
岡
東
辺
を
山
作
所
と
し
、
浄
土
寺
に
御
骨
を
納
め
る
こ
と
が
決
ま
る
。

五
月
十
五
日
、
円
教
寺
、
円
成
寺
、
延
暦
寺
、
延
暦
寺
釈
迦
堂
、
勝
蓮
華
院
、
嘉
祥
寺
、
法
成
寺
の
七
寺
で
四
七
日
の
諦
経
が
行
な



わ
れ
る
。

五
月
十
七
日
、
御
導
師
、
見
願
、
御
前
僧
、
御
法
事
の
僧
、
百
僧
が
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
日
か
ら
、
遺
体
が
安
置
し
て
あ
る
上
東
門

院
に
お
い
て
三
十
人
の
僧
が
念
仏
を
は
じ
め
る
。
ま
た
、
こ
の
日
、
素
服
が
与
え
ら
れ
る
男
女
の
名
が
室
聞
き
出
さ
れ
、
行
事
所
で
素
服

が
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
た
。

五
月
十
九
日
寅
刻
、
陰
陽
助
時
親
が
山
作
所
の
土
地
を
鎮
め
る
。
山
作
所
設
営
の
責
任
者
で
あ
る
式
部
大
輔
資
業
と
美
作
守
定
経
が
、

葬送儀礼における死者の泳浴

検
非
違
使
や
工
夫
を
指
図
し
て
山
作
所
を
設
営
し
、
葬
列
の
行
路
を
整
備
す
る
。

五
月
十
九
日
午
刻
、
後
一
条
天
皇
の
「
葬
官
を
任
じ
、
素
服
・
挙
哀
・
国
忌
・
山
陵
な
ど
の
類
を
悉
く
停
止
せ
ら
る
べ
し
」
と
い
う

遺
詔
が
、
後
朱
雀
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
る
。
天
皇
か
ら
「
今
日
よ
り
五
箇
日
廃
朝
す
べ
し
。
ま
た
、
国
忌
・
山
陵
・
素
服
・
挙
哀
な
ど
を

停
む
べ
し
」
と
い
う
命
が
下
る
。
ま
た
、
コ
二
関
を
警
固
す
ベ
し
」
と
い
う
宜
旨
が
下
る
。
な
お
、
後
朱
雀
天
皇
は
先
帝
の
遺
詔
を
き
い

て
樹
泣
さ
れ
た
と
い
う
。

五
月
十
九
日
の
夜
に
入
り
、
遺
体
を
運
ぶ
御
輿
の
出
入
口
と
す
る
た
め
に
、
上
東
門
院
の
東
の
靖
が
壊
さ
れ
る
。
成
四
刻
、
駕
輿
丁

た
ち
が
一
条
院
か
ら
御
輿
、
火
輿
、
香
輿
、
行
陣
、
歩
障
な
ど
を
も
っ
て
く
る
。
御
輿
は
い
っ
た
ん
靖
殿
の
東
階
に
寄
せ
ら
れ
、
後
、

御
輿
長
た
ち
が
御
輿
を
階
間
廟
内
に
置
く
。
資
通
と
経
長
が
続
松
を
も
っ
て
東
廟
内
に
進
む
。
そ
こ
で
、
権
少
僧
都
済
祇
が
両
人
の
も

つ
続
松
を
取
り
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
に
御
殿
油
を
焼
付
し
て
か
え
す
。
御
輿
長
た
ち
が
棺
を
御
輿
に
納
め
、
御
輿
を
駕
輿
丁
に
渡
た
し

て
、
御
輿
の
そ
ば
に
付
き
し
た
が
う
。
蔵
人
所
衆
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
畳
を
も
ち
御
輿
の
四
角
に
付
く
。
焼
香
者
四
人
が
垂
を
も
っ
者
の

そ
ば
に
付
く
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
神
楽
岡
の
山
作
所
に
向
か
う
葬
列
が
出
発
す
る
。

5 

葬
列
は
・
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
黄
幡
。
こ
れ
に
は
真
言
が
書
し
て
あ
り
、
出
納
兼
時
が
こ
れ
を
も
っ
。
次
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に
矩
火
十
二
人
。
二
列
に
な
っ
て
進
む
最
後
を
資
通
と
経
長
が
歩
く
。
次
に
御
前
僧
二
十
人
。
こ
れ
も
二
列
。
次
に
小
舎
人
お
よ
び
後

院
の
蔵
人
召
使
た
ち
三
十
人
が
も
っ
歩
障
が
続
く
。
こ
の
歩
障
の
内
側
に
火
輿
。
そ
し
て
蔵
人
所
雑
色
た
ち
十
六
人
が
も
っ
行
障
に
隠

さ
れ
て
御
輿
が
進
む
。
御
輿
は
、
四
十
人
の
駕
輿
丁
が
交
替
し
て
界
く
。
次
に
香
輿
。
次
に
御
厨
子
所
仕
丁
た
ち
が
も
っ
御
膳
辛
橿
二

荷
。
そ
し
て
、
関
白
頼
通
、
内
大
臣
、
藤
大
納
言
、
権
大
納
言
、
新
大
納
言
、
左
右
宰
相
中
将
、
右
大
弁
、
右
兵
衛
督
、
三
位
中
将
た

ち
が
衣
冠
(
巻
構
)
を
着
し
、
藁
履
を
は
き
、
白
杖
を
も
っ
て
続
く
。
次
に
諸
司
宮
人
以
下
史
生
以
上
の
人
々
が
燭
を
も
ち
歩
障
の
外

側
を
歩
く
。
さ
ら
に
、
民
部
卿
、
右
衛
門
督
、
権
中
納
言
、
左
兵
衛
督
、
備
中
権
守
お
よ
び
多
く
の
諸
大
夫
た
ち
が
歩
障
の
外
側
を
歩

く
。
か
れ
ら
は
藁
履
を
は
き
白
杖
を
も
っ
て
い
る
。

葬
列
が
山
作
所
に
到
着
す
る
と
、
資
通
と
経
長
の
も
つ
矩
火
を
の
ぞ
い
て
矩
火
は
消
さ
れ
る
。
資
通
と
経
長
は
葬
場
の
前
庭
に
立
つ
。

御
輿
が
葬
場
の
東
庭
に
置
か
れ
る
。
御
輿
は
行
障
に
被
わ
れ
て
い
る
。
歩
障
を
も
っ
人
々
が
相
分
れ
て
荒
垣
の
内
側
に
歩
障
を
ひ
き
め

ぐ
ら
す
。
や
が
て
御
輿
長
た
ち
が
御
輿
の
小
屋
形
な
ど
を
取
り
払
い
、
棺
を
葬
場
殿
に
運
ぶ
。
空
に
な
っ
た
御
輿
は
駕
輿
丁
た
ち
に
よ

っ
て
挙
物
所
に
運
ば
れ
、
後
、
焼
却
さ
れ
る
。
葬
場
の
北
庭
・
に
お
い
て
御
導
師
の
見
願
が
終
わ
る
と
、
山
作
所
設
営
の
責
任
者
で
あ
る

式
部
大
輔
資
業
と
美
作
守
定
経
が
蓮
道
を
供
す
る
。
続
い
て
、
御
輿
長
た
ち
が
棺
を
貴
所
に
運
び
、
兼
房
、
経
輔
、
章
任
、
定
経
、
義

通
た
ち
が
生
絹
を
冠
の
額
に
結
び
、
棺
の
蓋
を
あ
げ
、
そ
こ
に
薪
を
挿
む
。
そ
し
て
、
経
輔
が
資
通
と
経
長
の
も
つ
姫
火
を
取
り
合
わ

せ
て
、
そ
れ
ら
を
棺
に
挿
付
し
て
点
火
す
る
。
翌
日
の
辰
刻
、
茶
毘
は
よ
う
や
く
終
わ
る
。
御
骨
は
、
経
輔
が
浄
土
寺
に
運
ん
だ
。

五
月
二
十
二
日
、
極
楽
寺
、
円
教
寺
、
法
性
寺
、
禅
林
寺
、
雲
林
院
、
浄
土
寺
、
法
成
寺
の
七
寺
で
五
七
日
の
諦
経
。
五
月
二
十
九

日
、
石
山
寺
、
浄
土
寺
、
崇
福
寺
、
珍
皇
寺
、
法
成
寺
に
・
お
い
て
六
七
日
の
諦
経
。
六
月
六
日
、
珍
皇
寺
、
円
教
寺
、
仁
和
寺
、
円
融

寺
、
禅
林
寺
、
法
興
院
、
法
成
寺
の
七
寺
で
七
七
日
の
謁
経
。
七
月
二
十
五
日
、
先
帝
の
旧
臣
た
ち
が
結
縁
経
を
浄
土
寺
に
供
養
す
る
。



七
月
二
十
六
日
、
先
帝
の
旧
臣
た
ち
が
法
華
経
の
有
縁
品
を
金
泥
で
書
し
、
先
帝
の
供
養
の
た
め
に
浄
土
寺
に
納
め
て
い
る
。
長
暦
元

年
(
一

O
三
七
)
六
月
二
日
、
先
帝
の
母
上
東
門
院
彰
子
が
神
楽
岡
の
山
作
所
の
跡
地
に
菩
提
樹
院
を
建
立
し
、
先
帝
を
供
養
す
る
。

な
お
、
先
帝
の
中
宮
威
子
は
、
前
年
の
九
月
六
日
、
流
行
の
天
然
痘
を
患
い
亡
く
な
っ
て
い
る
。
長
久
元
年
(
一

O
四
O
)
十
一
月
十

日
、
先
帝
の
御
骨
が
浄
土
寺
か
ら
菩
提
樹
院
に
移
さ
れ
た
。

葬
送
儀
礼
に
お
け
る
死
者
の
沫
浴

葬送儀礼における死者のj木浴

『
類
緊
雑
例
』

は
遺
体
の
沫
浴
に
関
し
て
、
「
申
方
の
水
を
以
て
御
沫
浴
畢
わ
ん
ぬ
」
と
の
み
記
し
て
お
り
、
こ
の
沫
浴
が
水
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
湯
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
か
を
明
瞭
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
つ
の
理
由
か
ら
こ

の
沫
浴
に
湯
が
用
い
ら
れ
た
と
ほ
ぼ
断
定
で
き
る
。
第
一
に
、
『
栄
花
物
語
』
の
中
に
、
入
棺
の
前
に
死
者
を
湯
で
洗
う
場
面
が
み
ら
れ

(
9
)
 

る
。
た
と
え
ば
、
頼
通
の
妹
の
皇
太
后
朗
子
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
頼
通
が
腕
子
の
遺
体
に
湯
を
浴
び
せ
て
い
る
。
第
二
に
、
「
沫
浴
」

(
叩
)

と
い
う
こ
と
ば
そ
れ
自
体
が
、
湯
に
よ
っ
て
髪
と
か
ら
だ
を
洗
う
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
日
本
の
中
世
に
お
い
て
、
死
者
は
湯
で
洗
わ
れ
た
の
か
。
こ
の
間
い
を
す
す
め
る
た
め
に
、
葬
送
儀
礼
全
体

の
中
で
死
者
の
沫
浴
が
占
め
て
い
る
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ッ
プ
の
通
過
儀
礼
は
分
離
・
過

(
日
)

度
・
統
合
の
三
段
階
の
儀
礼
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
論
が
有
効
ひ
あ
り
参
考
に
な
る
。
ヘ
ネ
ッ
プ
の
こ
の
理
論
は
、
人
間
を

あ
る
段
階
か
ら
別
の
段
階
に
移
行
さ
せ
る
「
物
語
」
が
通
過
儀
礼
の
中
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

死
者
(
後
一
条
天
皇
)
は
、
ま
ず
、

か
れ
が
生
存
中
関
係
を
も
っ
て
い
た
人
々
や
事
物
と
の
関
係
を
象
徴
的
に
断
た
れ
る
。
神
璽
と

7 

宝
剣
は
注
意
深
く
移
さ
れ
、
御
物
は
一
条
院
に
運
移
さ
れ
る
。
中
宮
威
子
は
内
裏
か
ら
退
出
し
、
死
者
自
身
も
上
東
門
院
に
移
さ
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
儀
礼
は
、
主
と
し
て
、
死
者
の
関
係
の
あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
死
者
の
現
世
か
ら
の
分
離
を
図
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
死
者
の
泳
浴
は
、
主
と
し
て
、
死
者
の
存
在
の
あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
死
者
の
現
世
か
ら
の
分
離
を
企
る
。
後
一
条
天

皇
は
多
く
の
物
の
怪
の
攻
撃
に
負
け
て
、
病
み
、
死
亡
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
体
は
死
に
至
る
病
気
を
招
い
た

物
の
怪
に
汚
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
汚
れ
を
沫
浴
が
浄
化
す
る
。
同
時
に
沫
浴
は
死
者
の
現
世
へ
の
執
着
を
洗
い
流
す
。
沫
浴
の
後
、

ho

そ
ら
く
死
者
は
死
装
束
に
着
替
え
さ
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
死
者
は
、
も
は
や
生
者
で
は
な
い
。
し
か
し
、
か
れ
は
ま
だ
「
正
式
な

死
者
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

(ロ)

後
一
条
天
皇
の
葬
列
の
中
で
、
藁
履
を
は
き
、
白
杖
を
も
っ
人
々
の
姿
が
注
目
さ
れ
る
。
た
ぶ
ん
、
藁
履
と
白
杖
は
「
死
者
の
旅
」

を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
四
月
二
十
六
日
の
初
七
日
に
は
じ
ま
る
七
日
ご
と
の
諦
経
、
御
骨
が
い
っ
た
ん
浄
土
寺
に
納
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
七
月
二
十
五
日
の
旧
臣
た
ち
に
よ
る
結
縁
経
の
供
養
、
七
月
二
十
六
日
の
旧
臣
た
ち
に
よ
る
法
華
経
有
縁
品
の
供
養
、
翌

年
六
月
の
普
提
樹
院
の
建
立
な
ど
か
ら
、
死
者
の
旅
の
行
先
は
、
当
時
の
浄
土
信
仰
に
基
づ
く
「
浄
土
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
後
一
条
天
皇
の
葬
送
儀
礼
に
次
の
よ
う
な
「
物
語
」
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
死
者
は
儀
礼
を
通
し
て
、
ま
ず
、

現
世
か
ら
分
離
さ
れ
、
次
に
、
現
世
に
も
他
界
(
浄
土
)
に
も
属
さ
な
い
期
間
を
経
て
、
や
が
て
他
界
(
浄
土
)
に
統
合
さ
れ
る
。

死
者
の
泳
浴
は
、
死
者
を
現
世
か
ら
分
離
さ
せ
、
死
者
に
他
界
(
浄
土
)

へ
行
く
資
格
を
与
え
る
。
沫
浴
に
よ
る
死
者
の
現
世
か
ら

の
分
離
に
は
二
つ
の
願
望
が
託
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
死
者
が
現
世
に
執
着
し
、
生
き
て
い
る
人
々
に
危
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
死
者
が
無
事
浄
土
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
で
あ

る
。
極
端
に
言
え
ば
、
死
者
の
沫
浴
は
、
現
世
の
利
益
(
と
く
に
怨
霊
を
封
じ
て
身
の
安
全
を
保
つ
と
い
う
利
益
)
を
追
求
す
る
密
教

信
仰
と
、
来
世
の
安
寧
を
希
求
す
る
浄
土
信
仰
と
が
矛
盾
な
く
共
存
し
て
い
る
と
い
う
平
安
時
代
の
貴
族
仏
教
の
特
色
を
具
現
し
て
い



る。
と
こ
ろ
で
、
葬
送
儀
礼
が
死
者
を
現
世
か
ら
他
界
に
送
る
儀
礼
で
あ
る
以
上
、
儀
礼
に
か
か
わ
る
人
々
は
当
然
他
界
と
接
触
す
る
機

会
を
も
っ
。
か
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
他
界
と
接
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

後
一
条
天
皇
の
葬
送
儀
礼
の
ほ
と
ん
ど
は
、
夜
あ
る
い
は
未
明
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
神
璽
と
宝
剣
は
四
月
十
七
日
の
夜
に
清
涼
殿

か
ら
昭
陽
舎
に
移
さ
れ
て
い
る
。
中
宮
威
子
が
内
裏
か
ら
退
出
す
る
の
は
、
四
月
二
十
二
日
の
寅
刻
(
午
前
四
時
前
後
)
。
遺
体
は
、
四

葬送儀礼における死者の泳浴

月
二
十
二
日
の
成
刻
(
午
後
八
時
前
後
)
に
入
棺
さ
れ
、
深
夜
(
子
刻
)
に
上
東
門
院
に
移
さ
れ
て
い
る
。
陰
陽
助
時
親
が
山
作
所
を

鎮
め
る
の
は
、
五
月
十
九
日
の
寅
刻
で
あ
り
、
五
月
十
九
日
の
成
刻
に
葬
列
は
上
東
門
院
か
ら
山
作
所
に
向
か
っ
て
出
発
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
閣
の
時
間
に
こ
そ
人
々
は
他
界
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
想
像
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
陰
陽
師
は
そ
う
考

え
て
儀
礼
の
時
刻
を
設
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
後
一
条
天
皇
の
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
人
々
の
空
間
意
識
を
み
て
み
よ
う
。
上
達
部
た
ち
は
、
は
じ
め
に
、
禁
中
か
ら
直
接
に

山
作
所
に
向
か
う
葬
列
を
送
る
べ
き
で
は
な
く
、
遺
体
を
別
の
場
所
に
移
し
、
そ
こ
か
ら
葬
列
を
出
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
山
作
所
は
陰
陽
師
ら
の
巡
察
の
結
果
、
平
安
京
の
周
縁
に
位
置
す
る
神
楽
岡
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
御
骨
が
納
め
ら

れ
る
寺
は
「
賀
茂
四
至
内
寺
」
を
除
い
て
求
め
ら
れ
た
。
五
月
二
十
日
、
山
作
所
か
ら
の
帰
路
、
頼
通
た
ち
は
鴨
河
で
械
を
行
な
っ
て

い
る
。
人
々
は
平
安
京
の
周
縁
に
・
お
い
て
他
界
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
想
像
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
人
々
は
平
安
京
の

周
縁
が
帯
び
て
い
る
他
界
性
が
平
安
京
の
中
心
に
及
ば
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
四
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
九
日
間
、
珍
皇
寺
に
お
い
て
諦
経
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
珍
皇
寺
の
門
前

9 

の
四
辻
は
、
六
道
の
辻
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
は
現
世
と
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
と
い
う
六
道
と
の
境
界
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
珍
皇
寺
の
室
堂
の
う
し
ろ
の
井
戸
は
地
獄
に
通
じ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
遺
体
が
移
さ
れ
た
上
東
門
院
の
東
の
塙
が
、
五
月
十
九
日
の
夜
、
葬
送
の
御
輿
の
通
路
と
す
る
た
め
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
注
目
さ
れ
る
。
棺
は
日
常
の
出
入
口
で
は
な
く
、
儀
礼
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
出
入
口
を
通
っ
て
山
作
所
に
向
か
う
。
こ
の
特
別

の
出
入
口
は
、
他
界
へ
の
通
路
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
人
々
は
葬
送
儀
礼
の
中
で
非
日
常
的
な
時
間
と
空
間
を
通
し
で
他
界
と
接
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
は
、
か

れ
ら
が
儀
礼
の
中
で
接
す
る
他
界
性
が
、
日
常
的
な
時
間
と
空
間
に
侵
入
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

死
者
の
沫
浴
と
湯
殿
始
め

湯
は
、
葬
送
儀
礼
だ
け
で
な
く
誕
生
儀
礼
に
・
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
。

(
日
)

寛
弘
五
年
(
一

O
O八
)
九
月
十
日
、
中
宮
彰
子
は
産
気
づ
き
、
産
所
に
移
る
。
産
所
の
設
備
は
白
色
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
産
児

は
白
色
に
固
ま
れ
て
産
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
一
条
天
皇
の
葬
列
の
中
で
、
棺
が
納
め
て
あ
る
御
輿
が
行
障
・
歩
障
と

い
う
白
色
の
幕
に
被
わ
れ
て
い
た
事
実
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

中
宮
の
出
産
が
間
近
に
迫
る
と
、
神
仏
へ
の
祈
り
が
倍
加
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、
物
の
怪
を
退
散
さ
せ
る
た
め
の
修
法
は
、
「
御
も
の

舎

の

島

け

む

Z

A

づ
宵

、
け
、
各
扉
風
を
つ
ぽ
ね
つ
¥
験
者
ど
も
預
/
¥
に
加
持
し
の
、
し
り
叫
び
合
ひ
た
り
」
と
い
う
騒
々
し
き
で
あ
っ
た
。

僧
侶
や
陰
陽
師
た
ち
の
諦
経
や
祈
り
は
一
晩
中
続
け
ら
れ
た
。
明
く
る
九
月
十
一
日
の
午
刻
(
午
後

O
時
前
後
)
、
中
宮
彰
子
は
皇
子

を
出
産
す
る
。
だ
が
、
ま
だ
、
後
産
が
わ
り
な
い
の
で
、
人
々
は
神
仏
に
額
づ
い
て
無
事
に
後
産
が
お
り
る
よ
う
に
祈
念
し
た
と
い
う
。

や
が
て
後
産
を
無
事
終
え
る
。
へ
そ
の
緒
は
、
道
長
の
室
倫
子
が
切
っ
た
。
産
児
に
初
め
て
乳
を
ふ
く
ま
せ
る
乳
付
の
役
に
は
、
藤
原



有
国
の
妻
橘
三
位
が
選
ば
れ
た
。

九
月
十
一
日
酉
刻
(
午
後
六
時
前
後
)
、
湯
殿
始
め
の
儀
礼
が
執
り
行
な
わ
れ
る
。
寝
殿
の
東
母
屋
の
廟
に
湯
殿
所
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
最
初
に
、
中
宮
職
の
下
級
役
人
が
湯
を
運
ん
で
く
る
。
中
宮
の
雑
事
に
仕
え
る
侍
の
長
な
か
の
ぷ
が
そ
れ
を
御
簾
の
も
と
ま
で
鼻

く
。
次
に
、
御
厨
子
所
の
女
官
二
人
が
、
湯
を
十
六
個
の
畳
に
入
れ
る
。
な
お
、
湯
殿
始
め
の
儀
礼
に
携
わ
る
女
性
た
ち
は
白
い
装
束

を
着
し
、
ま
た
、
湯
殿
始
め
の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
道
具
は
す
べ
て
白
く
覆
わ
れ
て
い
る
。
讃
岐
の
宰
相
の
君
(
藤
原
道
綱
女
)
が
、

葬送儀礼における死者の泳浴

産
児
に
湯
を
浴
び
せ
る
「
御
湯
殿
」
の
役
を
果
た
し
、
「
御
湯
殿
」
を
補
助
す
る
「
御
む
か
へ
湯
」
の
役
に
は
大
納
言
の
君
(
源
扶
義
女

簾
子
)
が
当
た
る
。
産
児
は
い
く
つ
か
の
儀
礼
に
守
護
さ
れ
て
湯
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
小
宰
相
君
が
守
り
万
と
し
て
御
剣
を
も
っ
て
ひ

か
え
、
宮
の
内
侍
が
っ
く
り
も
の
の
虎
の
頭
を
も
っ
て
そ
ば
に
仕
え
て
い
た
。
虎
の
頭
を
湯
面
に
映
し
て
、
産
児
を
魔
か
ら
守
護
す
る

の
だ
と
い
う
。
五
位
十
人
、
六
位
十
人
が
弦
打
ち
を
し
て
魔
を
払
う
。
浄
土
寺
の
僧
都
明
救
が
産
児
を
守
護
す
る
法
を
修
す
る
。
右
近

衛
少
将
雅
通
が
魔
除
け
の
た
め
に
散
米
を
す
る
。

ラ
ぷ
や
し
怠
円
い

九
月
十
三
日
の
夜
、
九
月
十
五
日
の
夜
、
九
月
十
七
日
の
夜
、
九
月
十
九
日
の
夜
、
そ
れ
ぞ
れ
「
産
養
」
の
祝
宴
が
催
さ
れ
て
い
る
。

十
一
月
一
日
、
「
畳
十
円
四
」
の
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
目
、
産
児
に
餅
を
ふ
く
ま
せ
る
。
十
二
月
二
十
日
、
「
百
酌
」
の
儀
礼
。
寛
弘

七
年
(
一

O
一
一
)
十
月
二
十
二
日
、
初
め
て
袴
を
着
け
る
「
着
袴
」
の
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
。
寛
仁
二
年
(
一

O
一
八
)
正
月
三
日
、

後
一
条
天
皇
は
十
四
才
で
元
服
す
る
。

葬
送
儀
礼
が
死
者
を
現
世
か
ら
他
界
に
送
る
儀
礼
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
誕
生
儀
礼
は
産
児
を
他
界
か
ら
現
世
に
移
行
さ
せ
る
儀
礼

11 

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
誕
生
儀
礼
に
お
け
る
湯
殿
始
め
は
、
産
児
を
他
界
か
ら
分
離
さ
せ
る
儀
礼
で
あ
り
、
産
児
は
湯
を
浴
び
せ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
界
性
を
洗
い
流
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か
れ
は
ま
だ
「
正
式
な
生
者
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
「
産
養
」
・
「
五
十
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日
」
・
「
百
日
」
・
「
着
袴
」
な
ど
の
儀
礼
を
経
て
、
「
元
服
」
の
儀
礼
を
通
過
し
て
は
じ
め
て
、
か
れ
は
社
会
の
正
式
な
構
成
員
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。

一
方
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
産
児
は
物
の
怪
の
攻
撃
を
受
け
や
す
い
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
湯
殿
始
め
の
儀
礼
は
産
児
に
及
ぶ
物
の

怪
の
攻
撃
を
払
う
意
味
を
も
も
っ
て
い
る
。

葬
送
儀
礼
に
お
け
る
死
者
の
泳
浴
と
、
誕
生
儀
礼
に
お
け
る
湯
殿
始
め
は
、
湯
を
浴
び
せ
ら
れ
る
対
象
が
境
界
的
な
位
置
に
あ
る
と

い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
死
ん
だ
ば
か
り
の
死
者
は
現
世
と
の
紳
を
断
ち
切
っ
て
い
な
い
し
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
産
児
は
他
界
と

の
つ
な
が
り
を
失
っ
て
い
な
い
。
死
者
や
産
児
の
こ
の
境
界
性
|
|
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
あ
い
ま
い
な
状
態
ー
ー
は
、
事
物
を
分
類
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
認
識
す
る
思
考
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
社
会
の
秩
序
を
脅
か
す
危
険
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
境
界
性
が

も
つ
危
険
な
力
は
、

ケ
ガ
レ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

湯
は
、
死
者
や
産
児
の
境
界
性
に
根
差
す
ケ
ガ
レ
を
浄
化
す
る
。
人
々
は
、
儀
礼
の
中
で
、
死
者
や
産
児
に
湯
を
浴
び
せ
て
、
死
者

や
産
児
の
境
界
性
を
希
薄
に
し
、
死
者
や
産
児
が
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
あ
い
ま
い
な
状
態
か
ら
、
分
類
さ
れ
た
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
速

や
か
に
移
行
す
る
こ
と
を
促
す
。

死
者
の
ケ
ガ
レ
は
想
像
し
や
す
い
。
産
児
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
ケ
ガ
レ
を
も
っ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

湯
殿
始
め
に
奉
仕
す
る
女
性
た
ち
は
、
湯
巻
と
い
う
白
い
生
絹
を
着
け
て
湯
に
濡
れ
る
の
を
防
い
だ
。
ま
た
、
「
御
湯
殿
」
の
役
と

「
御
む
か
へ
湯
L

の
役
の
裾
が
湯
に
濡
れ
な
い
た
め
に
打
板
二
脚
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
着
物
が
湯
に
濡
れ
る
こ
と

を
嫌
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
他
界
性
を
帯
び
て
い
る
産
児
を
洗
い
流
し
た
湯
が
も
っ
ケ
ガ
レ
に
触
れ
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、

お
そ
ら
く
、
湯
殿
始
め
に
使
用
さ
れ
た
残
り
湯
|
|
そ
こ
に
は
産
児
が
も
っ
て
い
た
ケ
ガ
レ
が
含
ま



れ
て
い
る

l
ー
は
、
時
間
と
場
所
を
選
び
注
意
深
く
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
一
条
天
皇
の
誕
生
か
ら
一
千
年
近
い
隔
た
り
が
あ

る
が
、
『
旅
と
伝
説
』
第
六
年
七
月
号
(
誕
生
と
葬
礼
号
)
に
収
載
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
報
告
は
、
後
一
条
天
皇
の
湯
殿
始
め
に
お

け
る
湯
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

産
湯
は
捨
て
る
方
角
を
選
ぶ
。
若
し
そ
の
捨
て
場
を
誤
れ
ば
其
の
子
は
一
生
不
幸
を
見
る
な
ど
と
云
う
。
多
く
は
日
の
当
ら
ぬ
所

葬送儀礼における死者の沫浴

を
よ
し
と
し
て
縁
の
下
な
ど
へ
捨
て
る
。

(
長
野
県
飯
田
町
附
近
・
岩
崎
清
美
)

産
湯
は
成
る
べ
く
陽
の
当
ら
な
い
所
に
捨
て
る
。
中
に
は
、
墓
地
や
便
所
へ
捨
て
る
家
も
あ
る
。

(
長
野
県
諏
訪
湖
畔
地
方
・
有
賀
恭
二

産
湯
は
床
下
へ
棄
て
、
日
光
の
当
る
処
へ
は
決
し
て
捨
て
な
い
。

(
神
奈
川
県
津
久
井
郡
地
方
・
鈴
木
重
光
)

こ
れ
ま
で
、
葬
送
儀
礼
と
誕
生
儀
礼
に
ι
お
い
て
、
湯
は
対
象
(
死
者
や
産
児
)
が
位
置
す
る
境
界
性
を
希
薄
に
し
、
対
象
を
し
か
る

ベ
き
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
統
合
さ
せ
る
こ
と
を
促
進
し
て
、
対
象
が
も
っ
境
界
性
に
根
差
す
ケ
ガ
レ
を
浄
化
す
る
と
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の

よ
う
な
湯
の
役
割
は
、
湯
が
使
用
さ
れ
る
他
の
儀
礼
に
関
し
て
も
妥
当
す
る
だ
ろ
う
か
。

寺
院
が
仏
の
功
徳
と
し
て
、
寺
院
の
浴
堂
な
ど
に
・
お
い
て
人
々
に
湯
を
施
す
と
い
う
施
浴
儀
礼
は
、
中
世
に
お
け
る
湯
の
意
味
を
考

え
る
と
き
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
儀
礼
で
あ
ろ
う
。
寺
院
だ
け
で
な
く
富
貴
な
個
人
や
権
力
者
が
施
浴
の
施
主
に
な
る
場
合
が

13 

あ
っ
た
。
武
田
勝
蔵
氏
は
施
浴
の
目
的
と
し
て
、
川
自
己
の
積
善
、

ω両
親
、
愛
児
な
ど
の
故
人
の
追
善
、

ω自
己
の
死
後
の
冥
福
、

(
M
H
)
 

の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
川
と

ωは
、
川
に
よ
り
川
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
点
で
重
な
り
、

ωと
ωは
、
と
も
に
他
界
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に
か
か
わ
っ
で
い
る
。

建
久
三
年
(
一
一
九
二
)
三
月
十
三
日
、
後
白
河
法
皇
が
崩
御
す
る
。
源
頼
朝
は
、
三
月
十
九
日
の
初
七
日
か
ら
百
日
間
、
後
白
河

(
日
)

法
皇
の
追
善
の
た
め
に
鎌
倉
山
内
の
浴
堂
で
施
浴
を
催
し
た
。
施
浴
に
あ
ず
か
っ
た
多
く
の
人
々
は
、
知
ら
ぬ
ま
ま
に
、
死
者
を
演
じ

て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
後
一
条
天
皇
の
葬
列
の
中
で
、
藁
履
を
は
き
白
杖
を
も
っ
人
々
が
、
浄
土
へ
旅
す
る
死
者
を
表

現
し
て
い
た
よ
う
に
。
湯
を
浴
び
て
人
々
が
汚
れ
を
洗
い
流
す
さ
ま
を
見
て
、
死
者
の
ケ
ガ
レ
の
浄
化
が
確
認
さ
れ
る
。
死
者
は
ケ
ガ

レ
を
除
か
れ
て
速
や
か
に
浄
土
に
赴
く
。
し
た
が
っ
て
、
追
善
の
た
め
の
施
浴
儀
礼
は
、
間
接
的
な
死
者
の
泳
浴
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

説
話
の
中
で
、
施
浴
儀
礼
は
と
き
ど
き
奇
蹟
を
生
じ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
の
二
話
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
乞
食
や
非
人

が
湯
を
浴
び
て
仏
に
変
身
す
る
の
で
あ
る
。
中
世
に
お
い
て
、
乞
食
や
非
人
は
身
分
的
に
も
地
域
的
に
も
社
会
の
周
縁
に
追
い
や
ら
れ

て
い
た
。
い
わ
ば
、
か
れ
ら
は
他
界
と
接
し
て
生
活
し
て
い
た
。
社
会
の
中
心
に
位
置
す
る
人
々
に
と
っ
て
(
か
れ
ら
が
乞
食
や
非
人

を
社
会
の
周
縁
に
追
い
や
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
)
、
社
会
の
周
縁
に
住
み
他
界
と
接
し
て
生
き
る
境
界
的
な
存
在
で
あ
る
乞
食
や
非
人

は
、
認
識
し
が
た
い
危
険
な
存
在
だ
っ
た
。
社
会
の
中
心
に
位
置
す
る
人
々
は
、
湯
を
浴
び
せ
て
乞
食
や
非
人
の
こ
の
境
界
性
を
希
薄

に
し
、
乞
食
や
非
人
を
認
識
可
能
な
姿
に
変
え
、
乞
食
や
非
人
が
そ
の
境
界
性
ゆ
え
に
も
つ
危
険
な
力
(
ケ
ガ
レ
)
を
認
識
の
レ
ベ
ル

に
お
い
て
除
去
す
る
。

つ
ま
り
、
施
浴
儀
礼
に
お
け
る
奇
蹟
謂
は
、
湯
の
驚
異
的
な
治
癒
力
と
と
も
に
、
湯
に
よ
る
乞
食
や
非
人
の
境

界
性
の
希
薄
化
を
物
語
っ
て
い
る
。

湯
が
境
界
性
を
希
薄
に
す
る
と
い
う
思
考
は
、
仏
教
的
な
儀
礼
の
他
に
も
み
ら
れ
る
。
中
世
に
行
な
わ
れ
た
湯
起
請
と
呼
ば
れ
る
神

判
裁
判
は
、
犯
人
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
人
物
、
あ
る
い
は
訴
証
人
の
両
者
が
、
煮
え
た
湯
の
中
に
手
を
入
れ
湯
の
中
の
石
を
つ
か



み
出
し
、

(
日
)

ヤ
ケ
ド
の
状
態
で
罪
の
実
否
、
あ
る
い
は
訴
証
の
主
張
の
真
偽
を
判
断
し
た
。
こ
こ
で
は
湯
が
あ
い
ま
い
さ
を
晴
ら
す
道
具

に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
探
湯
の
伝
統
を
引
く
湯
起
請
に
お
い
て
罪
は
ケ
ガ
レ
で
あ
っ
た
。
湯
が
、

ケ
ガ
レ
を
認
識
可
能
な
も
の
に
す
る
と
想
像
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
せ
、

ケ
ガ
レ
を
も
っ
人
の
手
を
変
形

死
者
の
沫
浴
は
単
な
る
仏
教
的
な
儀
礼
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
死
者
の
沫
浴
の
儀
礼
の
底
に
は
、
日
本
の
土
着
の
思
想
が
流
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

葬送儀礼における死者の泳浴

------------------------注15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
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『
群
書
類
従
』
第
二
十
九
輯
所
収
。
と
く
に
言
及
し
な
い
か
ぎ
り
、
後
一
条
天
皇
の
葬
送
に
関
す
る
記
述
は
『
雑
来
雑
例
』
に
よ
っ
て
い
る
。

村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
、
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
八
八
頁
。

『
栄
花
物
語
』
巻
第
三
十
二
、
「
謁
合
」
(
岩
波
書
底
、
日
本
古
典
文
学
大
系
)

『
扶
桑
略
記
』
第
二
十
八
、
後
一
条
、
長
元
九
年
四
月
二
日
の
条
。

『
日
本
紀
略
』
後
篇
十
四
、
後
一
条
、
長
一
冗
九
年
四
月
十
三
日
の
条
。

同
右
、
四
月
十
六
日
の
条
。

同
右
。

『
栄
花
物
語
』
巻
第
三
十
二
「
調
合
」

同
右
、
巻
第
二
十
九
「
た
ま
の
か
ぎ
り
」

『
古
事
類
苑
』
人
部
十
三
、
日
深
浴
の
項
参
照
、
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
玄
2
3
2
c
モ
ク
ヨ
ク
の
項
参
照
。
(
岩
波
書
底
)

ア
ル
ノ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ッ
プ
(
綾
部
恒
雄
・
綾
部
裕
子
訳
)
『
通
過
儀
礼
』
弘
文
堂
、
昭
和
五
二
年
。

『
誉
回
宗
麿
縁
起
』
(
角
川
書
底
)
の
中
の
応
神
天
皇
の
葬
列
に
も
、
藁
履
を
は
き
白
杖
を
も
っ
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
栄
花
物
語
』
巻
第
八
「
は
つ
は
な
」
。
以
下
の
後
一
条
天
皇
の
誕
生
に
関
す
る
記
述
も
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
。

武
田
勝
蔵
『
風
呂
と
湯
の
話
』
塙
書
房
、
一
九
六
七
年
、
六
十
頁
。

同
右
、
六
三
頁
。



(
凶
)
同
右
、
三
二
頁
。
千
今
和
到
「
中
世
民
衆
の
意
識
と
思
想
」
(
『
一
撲
4
生
活
・
文
化
・
思
想
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
)
十
四
頁
。

参
考
文
献

中
村
義
雄
『
王
朝
の
風
俗
と
文
学
』
塙
書
房
、
昭
和
三
七
年
。

石
上
堅
『
生
と
死
の
民
俗
』
桜
楓
社
、
昭
和
五
二
年
。

メ
ア
リ
・
ダ
グ
ラ
ス
(
塚
本
利
明
訳
)
『
汚
穣
と
禁
忌
』
思
潮
社
、
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一
九
七
二
年
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)


